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通学路を見守る警察官
（春日原交番）

市
長
か
ら
の

緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

感
染
が
世
界
的
に
拡
大
し
、
市

民
の
皆
様
に
は
、
日
々
、
不
安

を
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
感
染
症
は
、
特
に
、
基

礎
疾
患（
持
病
）の
あ
る
人
や
高

齢
者
を
中
心
に
重
症
化
の
リ
ス

ク
が
高
い
と
さ
れ
て
お
り
、
感

染
の
拡
大
を
抑
え
て
い
く
こ
と

が
我
が
国
を
挙
げ
て
の
緊
急
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
二

月
三
日
に「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」を
設

置
し
、
感
染
拡
大
の
防
止
へ
の

対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
現
在
、
小
中
学
校
の
休
校
、

中
学
校
の
修
学
旅
行
の
中
止
、

市
主
催
の
不
特
定
多
数
の
人
が

集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
の
原
則
中
止
、

公
共
施
設
の
休
館
や
限
定
的
な

利
用
な
ど
、
異
例
と
も
い
え
る

対
応
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
自
身
の
日
常
生

活
で
、
マ
ス
ク
着
用
を
含
む
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
や
手
洗
い
、
外
出

の
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
人
ご

み
を
避
け
る
な
ど
、
自
ら
感
染

を
防
ぎ
、
感
染
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
の
取
り
組
み
に
、
ぜ
ひ

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

春
日
市
長
　
井
上
　
澄
和



オートバイ盗

ニセ電話詐欺

自分と家族を守る防犯対策

　
平
成
30
年
か
ら「
万
引
き
」、「
オ
ー
ト
バ
イ
盗
」、「
部

品
ね
ら
い
」の
発
生
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
盗
ん

だ
バ
イ
ク
な
ど
で
ひ
っ
た
く
り
が
起
こ
る
場
合
が
多
い

た
め「
オ
ー
ト
バ
イ
盗
」の
増
加
に
は
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。

　
大
切
な
オ
ー
ト
バ
イ
を
守
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
車
庫
や
家
の
見
え
な
い
場
所
に
保
管
す
る

●
固
定
さ
れ
て
い
る
柱
な
ど
と
車
体
を
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な

ど
で
く
く
り
付
け
る

●
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
確
実
に
抜
き
取
り
、
ハ
ン
ド
ル
ロ

ッ
ク
を
確
実
に
行
う

●
二
重
ロ
ッ
ク
を
徹
底
す
る

●
駐
車
場
・
駐
輪
場
を
利
用
し
、
路
上
に
停
め
な
い

●
グ
ッ
ド
ラ
イ
ダ
ー
・
防
犯
登
録
を
す
る

県
内
被
害
状
況（
２
０
１
９
年
）

認
知
件
数　
２
７
９
件（
前
年
比
１
１
７
件
減
）

被
害
額　
６
億
７
７
５
４
万
円

　
　
　
　
　
（
前
年
比
１
億
５
０
３
７
万
円
減
）

　　
特
に
多
い
手
口
が「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」、「
架
空
請
求

詐
欺
」、「
還
付
金
詐
欺
」で
す
。春
日
警
察
署
管
内
で
は
、

警
察
官
や
市
役
所
の
職
員
を
か
た
る
不
審
電
話
、
ア
ポ

イ
ン
ト
メ
ン
ト
電
話（
ア
ポ
電
）も
多
数
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
新
し
い
手
口
と
し
て
、
偽
物
の
カ
ー
ド
と
す

り
替
え
ら
れ
現
金
を
引
き
出
さ
れ
る「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
詐
欺
盗
」が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
だ
ま
し
の
手
口
を
知
る
こ
と
で
、
被
害
を
未
然
に
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

【 

オ
レ
オ
レ
詐
欺 

】　
息
子
や
孫
の
名
前
を
か
た
っ
て

現
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口

●「
携
帯
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
、
風
邪
を
引
い
て
声

が
変
わ
っ
た
」に
は
要
注
意

●
い
つ
も
の
番
号
に
電
話
し
て
、
本
人
に
確
認
す
る

●
息
子
の
同
僚
や
友
人
な
ど
、
知
ら
な
い
人
に
は
お
金

を
渡
さ
な
い

【 

架
空
請
求
詐
欺 

】　
架
空
の
費
用
名
目
で
請
求
し
、

現
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口

●「
名
義
を
貸
し
て
ほ
し
い
、
裁
判
に
な
る
」は
要
注
意

●
心
当
た
り
の
な
い
料
金
請
求
は
無
視
す
る

【 

還
付
金
詐
欺 

】　
戻
っ
て
く
る
お
金
が
あ
る
と
言
い

つ
つ
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
手
口

●
市
役
所
職
員
を
か
た
る
場
合
は
、
自
分
で
調
べ
た
市

役
所
の
番
号
に
電
話
し
て
、
事
実
確
認
す
る

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
、
お
金
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
は

絶
対
に
な
い
と
覚
え
て
お
く

　「防犯」とは、犯罪を未然に防止すること。いつ、どこで起こるか分からない犯罪を全て未然に防止すること
は難しくても、被害に遭う前に、対策を行うことはできます。
　市内の犯罪情勢を知り、防犯意識を高め、自分や家族が犯罪被害に遭わないよう対策をしましょう。

問い合わせ先　安全安心課防犯安全担当　☎（５８４）１１１１㈹　F（５８４）１１４3

二重ロック
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性犯罪
　
今
後
、
性
犯
罪
に
発
展
す
る
恐
れ
の
あ
る「
声
掛
け
」

な
ど
の
前
兆
事
案
は
、
昨
年
、
市
内
で
22
件
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
「
防
犯
」の
観
点
か
ら
、
日
常
生
活
を
見
つ
め
直
し
、

性
犯
罪
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【 

帰
宅
編 
】

●
時
々
振
り
返
り
、
警
戒
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

す
る

●
明
る
く
人
通
り
の
多
い
道
を
選
ぶ

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し「
な
が
ら
」、
イ
ヤ
ホ
ン

で
音
楽
を
聴
き「
な
が
ら
」、
な
ど
の「
な
が
ら
」歩
き

を
し
な
い

●
防
犯
ブ
ザ
ー
を
活
用
す
る

【 

住
宅
編 

】

●
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
で
は
、
周
囲
を
見
渡
せ
て
非
常
ボ

タ
ン
を
す
ぐ
に
押
せ
る
位
置
に
立
つ

●
玄
関
ド
ア
を
開
け
る
前
に
、
周
囲
を
確
認
す
る

●
室
内
に
入
っ
た
ら
す
ぐ
に
施
錠
し
、
就
寝
前
に
再
度

玄
関
と
窓
の
施
錠
を
確
認
す
る

●
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
を
過
信
し
な
い

【 

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）編 

】

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
相
手
を
安
易
に
信
用
し
な
い

●
Ｉ
Ｄ
を
安
易
に
掲
示
板
な
ど
に
掲
載
し

な
い

●
相
手
か
ら
求
め
ら
れ
て
も
、
安
易
に
自

分
の
写
真
な
ど
を
送
信
し
な
い

　
「
春
日
市
総
合
情
報
メ
ー
ル
」や
、
県
警

が
配
信
す
る「
ふ
っ
け
い
安
心
メ
ー
ル
」、

防
犯
ア
プ
リ「
み
ま
も
っ
ち
」な
ど
を
活
用

し
て
、
日
頃
か
ら
不
審
者
情
報
な
ど
を
入

手
し
、自
己
防
犯
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

【 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗 

】　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
す
り
替
え
て
、
盗
ん
だ
カ
ー
ド
で
現
金
を
引
き

出
す
手
口

●
金
融
庁
な
ど
の
職
員
が
自
宅
に
来
る
こ
と
は
な
い
と

覚
え
て
お
く

●
知
ら
な
い
人
に
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
さ
な
い

　
ニ
セ
電
話
詐
欺
は
手
口
が
巧
妙
で
、
知
っ
て
い
て
も

だ
ま
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
高
齢
者
が
被
害
に
遭

っ
て
い
ま
す
。
不
審
電
話
の
ほ
と
ん
ど
が
固
定
電
話
に

か
か
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
迷
惑
電
話
撃
退
機
能

付
き
固
定
電
話
機「
ま
っ
太
フ
ォ
ン
」な
ど
を
設
置
す
る

こ
と
も
有
効
で
す
。
不
審
電
話
が
あ
っ
た
時
は
１
人
で

悩
ま
ず
家
族
や
警
察
に
相
談
し
て
、
大
切
な
財
産
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

「
電
話
で
お
金
は
全
て
詐
欺
！
」

「まっ太フォン」を春日警察署で
無料貸出（3カ月間）しています

市内の犯罪発生状況
（2019年） 刑法犯認知件数　５４１件（前年比59件減）

うち、身近な犯罪の認知件数
●侵入盗（空き巣・忍び込み・居空き）	20件（前年比　7件減）
●自動車盗	 	 	   1件（前年比　1件減）
●オートバイ盗	 	   12件（前年比　6件増）
●自転車盗	 	 152件（前年比 39件減）
●車上ねらい　　　	 	   11件（前年比　2件減）

●部品ねらい	 	 8件（前年比   1件増）
●ひったくり	 	 0件（前年比   5件減）
●性犯罪	 	 5件（前年比   1件減）
●万引き	 63件（前年比 11件増）
●自動販売機ねらい	 	 3件（前年比   3件減）

　迷惑電話撃退機能付き固定電話機「まっ太フォン」
には、次の機能が備えられています。家電量販店
などで１万円程度で購入できます。

▽迷惑電話番号リストの電話番号を
　自動で着信拒否

▽相手に通話を録音することを
　事前警告

▽電話に出る前にアナウンスで
　注意喚起

▽通話内容を自動録音など
問い合わせ先　春日警察
　署安全安心まちづくり
　推進室☎（580）0110

▲無料貸出している「まっ太フォン」の見本
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春日警察署

スタート ゴール
★

★

東京2020

東京2020オリンピック聖火リレー

東京2020パラリンピック聖火フェスティバル

オリンピック聖火リレーが
春日市にやってくる
　全国47都道府県を走る東京2020オリンピック聖火リレーは、日本全国857市区町村で実施され、121日間
かけて日本全国を巡ります。
　福岡県は、5月12日〜13日の2日間で23市町村を走り、12日㈫の5番目に春日市を駆け抜けます。
問い合わせ先　健康スポーツ課スポーツ担当　（〒816-0831 大谷６-28　総合スポーツセンター２階）
　☎（571）3247　F（571）3305　  1005125　  sports@city.kasuga.fukuoka.jp

東京2020オリンピック競技大会　　
　　　　　　　開催まであと131日

東京2020パラリンピック競技大会　　
　　　　　　　開催まであと163日 ※3月15日時点

5月12日㈫
午後0時30分〜（15分程度）

8月13日㈭

県営春日公園

総合スポーツセンター屋外競技場

（自然風庭園から球技場内フィールドまで
 約1km）

※聖火ランナーなどの詳細は、決定次第公表します。

※時間や内容の詳細は、決定次第公表します。

春日市内のルート図

日 時

日 時

場 所

場 所
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　今年は、市内でも東京2020オリンピック聖火リレーや東京2020パラリンピック聖火フェスティバルなど、スポ
ーツボランティアの活動の場が広がります。

対象　市内の指定場所へ徒歩、公共交通機関などで通える人（中学生以下は除く）
活動内容　5月以降のスポーツイベントの運営補助など
募集人数　30人程度（申込先着順）
申込方法　4月3日㈮（消印有効）までに、電話、

ファクス、Eメール、郵便、直接窓口のいず
れかで住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、
電話番号、メールアドレスを伝える

※市主催のスポーツイベントの活動に当たって
は、昼食代相当額を支給します。また、聖火
リレーに参加できる人には、ポロシャツを支
給します。

※4月下旬に研修を予定しています。
申込・問い合わせ先　同担当　  1005245

　東京2020オリンピックの聖火リレーが５月12日㈫
に春日公園で開催されます。この聖火リレーを盛り上
げるため、前回の東京1964オリンピック聖火リレー
の写真を、市役所や総合スポーツセンターなどで展示
します。
　写真を持っている人は、ぜひ応募してください。

募集期間　3月16日㈪〜4月2日㈭
応募方法　窓口に持参するか、住所、氏名、連絡先

を記載し、郵送する
※写真は後日返却します。
※写真は、市のツイッターや広報物にも掲載すること

があります。
応募・問い合わせ先　同担当　  1005246

提供してください
東京1964オリンピック聖火リレーの写真

スポーツボランティアとして活躍しませんか
「S

ス ク ラ ム

CRUM K
カ ス ガ

ASUGA」メンバー募集
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問い合わせ先  環境課生活環境担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1147

人を襲うことがあります
春はカラスに注意してください

　春は、カラスなど野生の鳥獣にとって繁殖、巣立ち
の時期です。市内の公園などでも、ヒナを守ろうとす
るカラスが人を襲うことがありますので、次のことに注
意してください。

注意点

▽カラスの巣やヒナには近づかないようにする

▽やむを得ず近くを通るときは、傘や帽子で防ぐ

▽威嚇のサイン（大声で鳴く、鳴きながら周りを飛ぶ、
木をつついたり小枝を折ったり木の葉を散らす）があ
れば、すぐにその場を離れる

▽巣の近くで騒ぐなど、カラスを刺激するような行為を
しない

▽産卵前や巣立った後のカラスの巣の撤去をする場合
は、その敷地の管理者が行う

▽カラスの巣の撤去の際に、巣の中に卵やヒナがいると、
「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する
法律」に基づく許可が必要になるため、専門業者に依
頼する

▽餌となる生ごみが外から見えないように袋の奥に入
れ、ごみ出し時間を守る

▽ペットの餌を屋外に放置しない

問い合わせ先  南福岡年金事務所
☎️（552）6128　F（541）7649

前納制度がお得です
令和2年度国民年金保険料

令和2年度の国民年金保険料納付額一覧表

納付方法
納付期限

（月末が土日祝日の
場合は翌営業日まで）

１カ月分 ６カ月分 １年度分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月
納付

・現金納付
・クレジットカード納付
・翌月末振替の口座振替

翌月末（4月分を5月末）
に納付または振替 1万6,540円 ー 9万9,240円 ー 19万8,480円 ー

・当月末振替の口座振替 早割 当月末（４月分を４月末）
に振替 1万6,490円 50円 9万8,940円 300円 19万7,880円 600円

６カ月
前納

・現金納付
・クレジットカード納付（※１）

4月30日㈭および１０月
３0日㈮までに納付また
は振替

ー ー 9万8,430円 810円 19万6,860円 1,620円

・口座振替（※１） ー ー 9万8,110円 1,130円 19万6,220円 2,260円

１年
前納

・現金納付
・クレジットカード納付（※２）

4月30日㈭までに納付
または振替

ー ー ー ー 19万4,960円 3,520円

・口座振替（※２） ー ー ー ー 19万4,320円 4,160円

２年
前納

・現金納付（※３）

・クレジットカード納付（※２） 38万3,210円（割引額：1万4,590円）

・口座振替（※２） 38万1,960円（割引額：1万5,840円）

※１　口座振替やクレジットカード納付による６カ月前納（４月分～９月分）の新規申込は２月末日で受け付けを終了しまし
た。また、6カ月前納（10月分〜3月分）の新規申込は8月末までです。

※2　口座振替やクレジットカード納付による1年前納および2年前納の令和2年度納付の新規申込は、2月末日で受け
付けを終了しました。

※3　現金払いによる２年前納は年金事務所への申し込みが必要です。納付期限は4月30日です。余裕を持った申し
出をしてください。

※　  現金払いを希望する場合、１年前納、６カ月前納の納付書は４月に送付される定額納付書に同封されています。
※　  現金払いでの前納は、任意の月分から年度末までの分（任意の月分から翌年度末までの分）を前納することも可

能です。専用の納付書が必要ですので、近くの年金事務所へ連絡してください。
※　  ３０万円を超える納付書はコンビニエンスストアでは利用できませんので、金融機関などで納めてください。

06市報かすが ｜ 令和2年3月15日



市ウェブサイトページ番号

問い合わせ先  環境課生活環境担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1147　  1001268

愛犬のために受けさせましょう
狂犬病予防注射

　生後91日以上の犬を飼っている人は、狂犬病予防
法により、市への犬の登録と毎年１回の狂犬病予防注
射が義務付けられています。3月中旬に、犬の登録を
している飼い主には注射申込書を送付しますので、必
ず受けましょう。また、注射申込書に記載された内容
に変更がある場合は連絡してください。

○市への登録
　新規登録の際は、犬の鑑札を交付します。
登録手数料　１頭3,000円
○狂犬病予防注射
　狂犬病は、人を含む全ての哺乳類が感染する病気で、
発症すれば、ほぼ100％死に至る恐ろしい感染症です。
　市内各地で狂犬病予防集団注射を実施します。集団
注射会場か、かかりつけの動物病院で受けさせてくだ

さい。また、5月10日㈰には市役所でも実施します。
集団注射手数料　１頭3,150円
※おつりがいらないように用意してください。
※動物病院での接種は料金が異なります。
○集団注射を受ける際の注意点
　 ▽狂犬病予防注射申込書の問診欄を事前に記入し、

必ず持参する
　 ▽首輪をしっかり着け、必ず犬を制御できる大人が、

会場まで犬を連れてくる。かみつく恐れのある犬
や攻撃的な犬には口輪を着ける

　 ▽犬の体調に不安がある場合は、注射を受ける前に、
必ず医師に相談する

※犬の病気や体調異常、飼い主による制御ができない
場合などは、予防注射を保留することがあります。

※どの会場でも受けられます。地区公民館への車での
来場はできません。

※雨天時も実施します。

令和２年度集団注射日程表
日程 場所 時間

4月3日㈮

小倉地区公民館 午前9時20分～9時50分
須玖南地区公民館 午前10時10分～10時40分
弥生地区公民館 午前11時～11時30分
上白水地区公民館 午後1時30分～2時15分
白水ヶ丘地区公民館 午後2時30分～3時

4月6日㈪

平田台地区公民館 午前9時30分～10時
大土居地区公民館 午前10時20分～10時45分
塚原台地区公民館 午前11時～11時20分
惣利地区公民館 午後1時30分～2時
ふれあい文化センター　第2駐車場 午後2時20分～3時20分

4月7日㈫

日の出町地区公民館 午前9時30分～9時50分
桜ヶ丘地区公民館 午前10時10分～10時40分
岡本地区公民館 午前11時～11時30分
若葉台西地区公民館 午後1時30分～1時50分
下白水南地区公民館 午後2時10分～2時40分
泉地区公民館 午後3時～3時20分

4月8日㈬

春日原地区公民館 午前9時30分～9時50分
宝町地区公民館 午前10時10分～10時40分
春日地区公民館（若水会館） 午前11時～11時20分
松ヶ丘地区公民館 午後1時20分～1時50分
ちくし台地区公民館 午後2時10分～2時40分
昇町地区公民館 午後3時～3時30分

4月9日㈭

紅葉ヶ丘地区公民館 午前9時20分～9時50分
天神山地区公民館 午前10時10分～10時40分
白水池地区公民館 午前10時50分～11時20分
須玖北地区公民館 午後1時30分～1時50分
下白水北地区公民館 午後2時10分～2時40分
大谷地区公民館 午後3時～3時20分

5月10日㈰ 春日市役所（正面玄関付近） 午後2時10分～3時30分
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問い合わせ先  国保医療課国保担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141　  1000915

早めに届け出を
市国民健康保険の加入・喪失手続き

　市国民健康保険（以下「市国保」）の加入と喪失は、
14日以内に届け出をしてください。

注意事項

▽社会保険の任意継続については、加入していた社会
保険に問い合わせてください。

▽市国保の被保険者が学校などへの修学のため転出す
る場合、引き続き市に居住する世帯とともに市国保
に加入することができます。合格通知、学生証、在
学証明書などの、修学が確認できる書類を持参して

ください。
　　また、現在この特例を受け、転出後も市国保被保

険者となっている人が、学校などを卒業したり、就職
したりしたときは、市国保の喪失手続きが必要です。

▽市国保への加入手続きが遅れた場合でも、国保税は
加入資格が発生した月までさかのぼって課税されま
す。

▽社会保険の資格は、被保険者証の交付を受けた日か
らではなく、資格を取得した日から有効です。社会
保険の資格取得日以降に市国保の被保険者証で受診
した場合は、市国保が負担した医療費を返還しなけ
ればなりません。

こんなとき 必要なもの
国
保
に
入
る
と
き

転入したとき 転出証明書
職場などの健康保険をやめたとき、被扶養者から外れたとき 社会保険の資格喪失証明書など
子どもが生まれたとき 印鑑
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

国
保
を
や
め
る
と
き

転出するとき 国民健康保険被保険者証

職場の健康保険に加入したとき、被扶養者になったとき

▽国民健康保険被保険者証

▽職場などの社会保険の被保険者証
　（未交付の場合は加入したことを証明するもの）

死亡したとき

▽国民健康保険被保険者証

▽葬祭を行った人が分かる書類

▽印鑑

▽振込口座情報

生活保護を受け始めたとき ▽国民健康保険被保険者証

▽保護開始決定通知書

そ
の
他

住所、氏名、世帯主が変わったとき 国民健康保険被保険者証

修学のため転出するとき ▽国民健康保険被保険者証

▽合格または在学を証明する書類

施設などへの入所のため転出するとき ▽国民健康保険被保険者証

▽入所などを証明する書類
全ての手続きに必要なもの

○世帯主と対象者のマイナンバーが分かるもの
　 ▽マイナンバー通知カード（紙製のカード）
　 ▽マイナンバーカード（顔写真付きのカード）
　 ▽マイナンバーが記載された住民票
○届出者の本人確認書類
　 ▽1点で良いもの（顔写真付きの書類）
　　マイナンバーカード、運転免許証、運転経歴証明書、パスポート、その他官公署が発行した顔写真付きのもの
　 ▽2点以上の確認が必要なもの（顔写真がない書類）
　　健康保険証、介護保険証、公費医療受給者証、納税通知書などから２点以上
○委任状
　届出者が世帯主以外の場合は、委任状が必要です。
　①委任者（市国保の各種手続きにおいては世帯主）の氏名、住所②受任者の氏名、住所③委任内容、委任した年月日　

を記載してください。
　※委任者の直筆の場合は、押印は不要です。
　※市国保の手続き以外も委任する場合は、委任内容にその手続きについても記載してください。
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市ウェブサイトページ番号

申請・問い合わせ先  健康スポーツ課健康増進担当
☎️（501）1134　F（501）0051　  1005221

創設しました
骨髄等移植ドナー補助金

申請・問い合わせ先  健康スポーツ課健康増進担当
☎️（501）1134　F（501）0051　  1005247

40歳未満の末期がん患者を支援します
市小児・A

ア ヤ

YA世代がん患者在宅療養生活支援事業

　市は、骨髄などの移植の推進やドナー登録者の増加
を目指し、骨髄などを提供した人の休業による経済的
負担を軽減するため、提供を完了した人に対して補助
金を交付します。
　白血病や再生不良性貧血などの患者を救うため、ぜ
ひ骨髄バンクへのドナー登録をお願いします。

対象　骨髄などの提供完了時点で市に居住している人
※その他にも条件があります。詳しくは問い合わせて

ください。
補助金額　1日につき2万円（ただし、1人1回の提供に

対し、7日間が上限）
※休日、有給休暇、ドナー休暇制度などを利用した場

合は、日数に含まれません。
対象となる通院・入院

▽健康診断や自己血採血のための通院または入院

▽骨髄などの採取のための入院

▽その他骨髄バンクや医療機関が必要と認める通院、
入院または面談

申請方法　骨髄などの提供完了日から90日以内に、

　小児・AYA世代（0歳から39歳まで）のがん患者の在
宅における生活を支援するため、在宅療養上の訪問介
護、福祉用具貸与・購入に要する費用の助成を開始し
ます。

対象　40歳未満の末期がん患者（介護保険における特
定疾病としての「がん」の定義や診断基準に該当する
人）

対象となるサービス

▽身体介護（入浴、排せつ、食事の介助）、生活援助（掃
除、洗濯、調理などの介助）、乗降介助（通院時など

必要書類と印鑑を持参の上、窓口（いきいきプラザ）
で申請する

※平成31年4月1日〜令和元年12月31日に骨髄など
の提供が完了した人は、3月31日㈫まで申請ができ
ます。

必要書類

▽申請書兼請求書

▽公益財団法人日本骨髄バンクが発行した骨髄などの
提供が完了したことを証明する書類

▽骨髄などの提供に係る通院、入院または面談の日を
証明する書類

▽骨髄等移植ドナーに係る有給休暇等取得証明書（勤
務先に記載してもらう）

※申請書兼請求書と有給休暇等取得証明書は、窓口か
市ウェブサイトから入手できます。

○ドナー登録について
　ドナーは、年齢制限（18歳以上54歳以下）など、登
録できる人が決まっています。詳しくは、日本骨髄バン
クウェブサイト（https://www.jmdp.or.jp/）を確認し
てください。
問い合わせ先　公益財団法人日本骨髄バンク
☎03（5280）1789（資料請求・問い合わせ専用）
F03（5280）0101

における車両への乗車や降車の介助）などの訪問介
護

▽車いす、特殊寝台、床ずれ防止用具、体位変換器、
手すり、歩行器、移動用リフト、自動排泄処理装置、
腰掛便座、入浴補助用具などの福祉用具の貸与・購
入

助成額　サービスの利用にかかる費用（1月当たり上限
6万円）の9割に相当する額

申請方法　サービスの開始1カ月以内に必要書類を提
出する

※必要書類など、詳しくは問い合わせてください。
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情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
https://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファクス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス 市ウェブサイトページ番号
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と
で
、
有
害
な
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
制
限
が

で
き
る
機
能
で
す
。
こ
の
機
能

の
中
に
は
、
閲
覧
可
能
な
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
中
で
も
、
個
別
の
ペ
ー
ジ

な
ど
に
閲
覧
制
限
を
設
定
で
き

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
、
子
ど

も
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
保
護

者
が
閲
覧
可
能
な
範
囲
を
細
か

く
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
犯
罪
被
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
に
も
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

▽
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち

づ
く
り
推
進
室

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０
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こ
と
ば
の
喜
び
を
子
ど
も
た
ち
に

市
民
図
書
館

子
ど
も
と
読
書
講
演
会（
無
料
）

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
は
、

周
り
の
大
人
の
愛
情
の
こ
も
っ
た
語

り
か
け
が
大
切
で
す
。
絵
本
の
魅
力

や
家
庭
で
の
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ

に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

日
時　
４
月
26
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新

館
２
階
中
研
修
室

講
師　
徳と

く
な
が永
明は

る
こ子
さ
ん（
き
り
ん
文

庫
主
宰
）

定
員　
45
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
３
月
15
日
㈰
〜
４
月
19

日
㈰
に
、
電
話
か
図
書
館
の
児
童

カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

福
祉  W

elfare

令
和
２
年
度

厚
生
労
働
省

慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の
県

出
身
戦
没
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈

念
す
る
た
め
、
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

※
参
加
費
用
や
定
員
な
ど
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
地
域
に
お
け
る
戦
没
者

の
遺
族（
配
偶
者
、
父
母
、
子
、

兄
弟
姉
妹
、
孫
、
お
い
、
め
い
、

参
加
遺
族
の
配
偶
者
）

地
域
・
期
間（
予
定
）

▽
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国

　
８
月
25
日
㈫
〜
９
月
３
日
㈭（
10

日
間
）

▽
ロ
シ
ア
連
邦
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
・

ブ
リ
ヤ
ー
ト
共
和
国

　
９
月
15
日
㈫
〜
24
日
㈭（
10
日
間
）

▽
ロ
シ
ア
連
邦
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地

方
・
ユ
ダ
ヤ
自
治
州

　
９
月
15
日
㈫
〜
24
日
㈭（
10
日
間
）

申
込
方
法　
４
月
１
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
む

※
後
日
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援

課
地
域
福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

１
０
０
１
９
３
８

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
し
ま
す

若
年
者
専
修
学
校
等

技
能
習
得
資
金
貸
与
事
業

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
専
修
学

校
な
ど
に
修
学
す
る
こ
と
が
困
難
な

人
に
対
し
て
、
修
学
資
金
や
入
校
支

度
金
を
貸
し
付
け
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
学
校
や
収
入
基
準
、

返
還
方
法
、
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象

▽
入
校
の
前
年
度
に
中
学
校
、
義
務

教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
し
た
人

▽
入
校
の
前
年
度
に
高
等
学
校
、
中

等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を
中
退

し
た
人

貸
与
額（
無
利
子
）

○
修
学
資
金

　
▽
専
門
課
程
：
月
額
5
万
３
０
０ 

０
円

　

▽
そ
の
他
の
課
程
な
ど
：
月
額

3
万
円

○
入
校
支
度
金　
10
万
円

申
込
期
限　
４
月
24
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援

課
地
域
福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

１
０
０
１
７
２
７

学
校
給
食
費
、
学
用
品
費
、

修
学
旅
行
費
な
ど
を
援
助

小
・
中
学
校
就
学
援
助

　
春
日
市
立
の
小
・
中
学
校
に
在
籍

す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
で
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
世
帯
が
対
象
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

見
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

（
祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日
の
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
）

受
付
場
所　
市
役
所
4
階
４
０
２
会

議
室

申
請
方
法　
申
請
書
を
郵
送（
消
印

有
効
）す
る
か
直
接
窓
口
に
提
出

す
る

※
申
請
書
は
、
受
付
場
所
に
設
置
し

て
あ
る
他
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育

課
学
校
保
健
担
当（
〒
816
－
８
５ 

０
１
春
日
市
役
所
）

☎（
５
８
４
）１
１
２
９

F（
５
８
４
）１
１
５
３

１
０
０
１
７
２
５

募
集  Recruitm

ent

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

春
日
古
文
書
講
読
講
座

「
筑
山
会
」会
員
募
集

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
の

古
文
書
を
解
読
し
な
が
ら
、
当
時
の

人
々
の
暮
ら
し
や
歴
史
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

対
象　
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
人

日
程　
毎
月
第
２・４
金
曜
日（
開
校

式
：
４
月
10
日
㈮
）

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

講
師　
山や

ま
だ田　
稔み

の
る

さ
ん（
近
世
地
方

文
書
研
究
会
会
長
）

受
講
料　
月
額
１
０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
会
事
務

局　
内う

ち
だ田

☎
０
８
０（
１
５
４
３
）７
５
９
２

F（
５
９
１
）４
３
１
３

yayoi3nanokuni4yoshinoy

　

am
a@

docom
o.ne.jp

11 市報かすが ｜ 令和2年3月15日



情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
https://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファクス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス 市ウェブサイトページ番号

詠
進
し
ま
せ
ん
か

令
和
３
年
歌
会
始

お
題
は「
実
」

　
「
実
」の
字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ

ば
、「
実
験
」、「
果
実
」な
ど
の
熟
語

に
し
て
も
、「
実
る
」の
よ
う
に
訓
読

し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

詠
進
要
領

○
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌

で
１
人
１
首
と
す
る

○
習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に
使
い
、

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名（
本
名
・
ふ
り
が
な
を
付
け

る
）、
生
年
月
日
、
性
別
、
職
業

を
縦
書
き
す
る（
書
式
図
参
照
）

　
※
無
職
の
場
合
は「
無
職
」と
記
載

し
、
以
前
職
業
に
就
い
た
こ
と

が
あ
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
元

の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い

（
主
婦
は「
主
婦
」で
可
）。

○
記
載
事
項
は
全
て
毛
筆
で
自
書
す
る

　
※
海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
は
、

用
紙
は
任
意（
た
だ
し
半
紙
サ

イ
ズ
24
㎝
×
33
㎝
）と
し
、
毛

筆
で
な
く
て
も
可
で
す
。

○
病
気
や
身
体
障
が
い
の
た
め
、
毛

筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
次
の
方
法
で
詠
進
す
る

　
▽
代
筆（
墨
書
）で
詠
進
し
、
代
筆

の
理
由
と
代
筆
者
の
住
所
・
氏

名
を
別
紙
に
書
い
て
添
え
る

　
▽
本
人
な
ど
が
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を

使
っ
て
印
字
し
、
こ
れ
ら
の
機

器
を
利
用
し
た
理
由
を
別
紙

に
書
い
て
添
え
る

　
▽
視
覚
障
が
い
が
あ
る
人
は
、
点

字
で
詠
進
す
る
こ
と
も
可

注
意
事
項　
次
の
場
合
は
失
格

▽
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
、
短

歌
の
定
型
で
な
い
、
用
紙
が
縦
長

で
あ
る

▽
１
人
で
２
首
以
上
詠
進

▽
す
で
に
発
表
し
た
短
歌
と
同
じ
か
、

著
し
く
類
似
し
て
い
る

▽
歌
会
始
が
行
わ
れ
る
以
前
に
、
新

聞
、
そ
の
他
の
出
版
物
、
年
賀
状

な
ど
で
発
表
し
た
も
の
で
あ
る

▽
先
に
述
べ
た
代
筆
の
理
由
書
を
添

え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆
と
認
め

ら
れ
る
全
て
の
詠
進
歌

▽
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

職
業
、
電
話
番
号
を
書
い
て
い
な

い
も
の
、
そ
の
他
こ
の
詠
進
要
領

に
よ
ら
な
い
場
合

送
付
方
法　
９
月
30
日
㈬（
消
印
有

効
）ま
で
に
、
封
筒
に「
詠
進
歌
」

と
書
き
、
送
付
す
る（
詠
進
歌
は

小
さ
く
折
っ
て
封
入
可
）

※
質
問
が
あ
る
場
合
は
、
９
月
20
日

㈰
ま
で
に
、
直
接
宮
内
庁
式
部
職

宛
て
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
を
書
き
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ
る

か
、
宮
内
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（htt 

p://w
w

w
.kunaicho.go.jp 

/

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

詠
進・問
い
合
わ
せ
先　
宮
内
庁（
〒

100
－
８
１
１
１
宮
内
庁
）

子
育
て  Parenting

親
子
で
交
流
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

無
料
・
要
申
し
込
み

　
市
に
居
住
す
る
お
お
む
ね
生
後
２

〜
６
カ
月（
令
和
元
年
10
月
〜
令
和

２
年
１
月
生
ま
れ
）の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、
お
出
掛
け
デ

ビ
ュ
ー
や
友
だ
ち
づ
く
り
を
応
援
す

る
教
室
で
す
。
月
齢
が
近
い
子
ど
も

の
親
子
同
士
で
、
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
と
も
参
加
で
き
、
初
め
て
参

加
す
る
親
子
が
対
象
で
す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

日
時　
４
月
７
日
㈫
・
10
日
㈮

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、
保

育
士
に
よ
る
相
談（
希
望
者
の
み
）

持
っ
て
く
る
も
の　
バ
ス
タ
オ
ル
、

母
子
健
康
手
帳

定
員　
15
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
３
月
18
日
㈬
〜
31
日
㈫

に
、
電
話（
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
）、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
子
ど
も
の
名
前
・
生

年
月
日
、
居
住
地
区
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未

来
課
児
童
担
当

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

sugu-j@
city.kasuga.fukuo

　

ka.jp

１
０
０
５
０
７
８

相
談  C

onsultation

専
門
医
や
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す

思
春
期
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
悩
み
な
ど

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

　
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
か
ら
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

○
専
門
医
の
相
談（
要
予
約
）

　
▽
精
神
保
健
福
祉
相
談

　
　
　
心
の
悩
み
、
不
眠
、
気
に
な

る
言
動
、
精
神
科
治
療
を
中
断

し
て
い
る
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
日
時　
毎
週
水
曜
日

　
　
午
後
１
時
〜
３
時

　
▽
ア
ル
コ
ー
ル
精
神
保
健
福
祉
相

談

　
　
　
禁
酒
し
た
い
、
禁
酒
さ
せ
た

い
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
日
時　
毎
月
第
２・３
水
曜
日

　
　
午
後
１
時
〜
３
時

　
▽
思
春
期
精
神
保
健
福
祉
相
談

　
　
　
学
校
を
長
く
休
ん
で
い
る
、

家
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
な

ど
、
思
春
期
に
関
す
る
悩
み
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
日
時　
毎
月
第
２
木
曜
日

　
　
午
後
１
時
〜
３
時

○
保
健
師
の
相
談（
予
約
不
要
）

　
▽
精
神
保
健
福
祉
相
談

　
　
　
医
療
、
福
祉
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
電
話
や
面
接
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　
日
時　
月
〜
金
曜
日

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
健
康
増
進
課
精
神
保
健
係

☎（
５
１
３
）５
５
８
５

F（
５
１
３
）５
５
９
８

▲書式図
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県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

多
重
債
務
電
話
相
談（
無
料
）

　
平
成
18
年
の
貸
金
業
法
の
改
正
で
、

い
わ
ゆ
る「
総
量
規
制
」が
導
入
さ
れ
、

借
り
入
れ
で
き
る
金
額
は
、
借
り
入

れ
希
望
者
の
年
収
の
３
分
の
１
に
制

限
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
個
人

の
自
己
破
産
の
件
数
は
年
々
減
少
す

る
中
、
貸
金
業
法
の
総
量
規
制
が
か

か
ら
な
い
銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
貸
付
残
高
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
多
重
債
務
に
悩
む
人
を
対

象
に
、
電
話
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
４
月
18
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
電
話

☎（
７
２
４
）９
５
０
５

問
い
合
わ
せ
先　
同
会（
小こ

が
ね
ま
る

金
丸
）

☎
０
９
３（
２
０
１
）０
４
５
０

F
０
９
３（
７
７
７
）８
７
８
２

高
齢
者
・
障
が
い
者
対
象

公
証
人
Ｏ
Ｂ
が
応
じ
る

無
料
法
律
相
談
会（
予
約
不
要
）

　
成
年
後
見
制
度（
法
定
後
見
、
任

意
後
見
）や
遺
言
、相
続
、財
産
管
理
、

死
後
事
務
処
理
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

日
時　
３
月
24
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
３

研
修
室（
原
町
３
－
１
－
７
）

問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢

者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
筑
紫
出
張
所

☎（
９
２
１
）２
１
３
０（
F
兼
用
）

そ
の
他  etc

４
月
１
日
か
ら

電
話
対
応
時
間
が
変
わ
り
ま
す

福
岡
管
区
気
象
台

　
時
間
外
は
、
自
動
音
声
に
よ
る
気

象
情
報
に
切
り
替
わ
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
天
気
相
談
所（
祝
日
を
除
く
月
〜

金
曜
日
）

　
受
付
時
間　
午
前
９
時
５
分
〜
午

後
５
時

　
☎（
７
２
５
）３
６
０
０

▽
自
動
音
声
に
よ
る
気
象
情
報（
終

日
利
用
可
能
）

　
☎（
７
２
５
）３
６
０
５

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
管
区
気
象
台

業
務
課

☎（
７
２
５
）３
６
０
３

F（
７
１
４
）７
６
８
１

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

出
生
・
婚
姻
な
ど
の
届
け
出
が
対
象

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査

　
次
の
期
間
中
、
対
象
と
な
る
届
け

出
に
職
業
の
記
入
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
届
け
出
は
、
厚
生
労
働
省
が

実
施
し
て
い
る
同
調
査
の
基
礎
資
料

と
な
り
、
公
衆
・
労
働
衛
生
、
社
会

福
祉
な
ど
の
施
策
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
当
調
査
で
使
用
す
る
個
人
情
報
は
、

統
計
法
に
よ
り
厳
し
く
守
ら
れ
ま
す
。

対
象　
期
間
中
に
出
生
、
死
亡
、
死

産
、
婚
姻
、
離
婚
の
届
け
出
を
す

る
人

期
間　
４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月

31
日

調
査
方
法　
各
届
出
書
の
提
出
時
に

職
業
を
記
入
す
る

※
死
亡
届
に
は
、「
農
業
」、「
建
設

業
」、「
不
動
産
業
」と
い
っ
た
産

【消費生活センター】
相談日　毎週月〜金曜日
時　間　午前10時〜午後0時15分
　　　　午後1時〜4時
場　所　消費生活センター
　　　　（光町1ｰ73じょなさん内）
※相談は無料です。
☎（584）1155

事例
　突然、海鮮販売業者から電話が
かかってきて「カニなどの魚介類セ
ットを買わないか」としつこく勧め
られた。何度も断っていたが、最
後には根負けして購入してしまった。
　後日、やはり要らないので電話
でキャンセルしたいと伝えると「生
ものなのでキャンセルできない」と
言われ、結局商品を受け取って代
金を支払ってしまった。

ひとこと助言
　事例のように、不意打ちのよう
な電話勧誘販売の場合、商品総額
が３,０００円以上で、契約書を受け
取ってから８日以内であればクーリ
ング・オフができます。
　「生ものはクーリング・オフでき
ない」、「もう配送したからクーリン
グ・オフできない」と、誤った説明
をする事業者もいますが、生鮮食
料品や、配送済みであっても、ク
ーリング・オフが可能な場合はあ
ります。また、商品を返送する場
合でも、消費者が送料を負担する
必要はありません。
　クーリング・オフが可能な販売
形態や期間などの条件、具体的な
方法など、分からないことがあれ
ば消費生活センターに相談してく
ださい。

知っていますか
クーリング・オフ制度

業
も
併
せ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
受
付
戸
籍

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
１

知
っ
て
い
ま
す
か

４
月
２
日
は
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

４
月
２
日
〜
８
日
は
発
達
障
害
啓
発
週
間

　
同
週
間
の
期
間
中
、
自
閉
症
な
ど

の
発
達
障
害
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
全
国
で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

テ
ー
マ
カ
ラ
ー
の
青
に
染
ま
り
ま
す
。

関
連
サ
イ
ト　
世
界
自
閉
症
啓
発
デ

ー
日
本
実
行
委
員
会（http://w

 
w

w
.w

orldautism
aw

arene 
ssday.jp/

）

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援
課
障
が

い
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
５
４
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春
日
風
土
記 

第
３
３
６
号

太
宰
府
天
満
宮
の
領
地

＝
　
須す

ぐ
む
ら
た
け
す
え

久
村
武
末
　
＝

　
観か

ん
の
う応
３（
１
３
５
２
）年
２
月
の「
安

楽
寺
領
注ち

ゅ
う
し
ん
も
く
ろ
く

進
目
録
」と
い
う
太
宰
府
天

満
宮
関
係
の
文
書
に
、
須
久
村
武
末
名み

ょ
う

が
載
っ
て
い
ま
す
。

　
安
楽
寺
と
は
、
太
宰
府
天
満
宮
の
こ

と
で
す
。
安
楽
寺
天
満
宮
と
し
て
、
寺

と
神
社
が
一
体
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
注
進
目
録
と
は
、
当
時
安
楽
寺
が

所
有
し
て
い
た
領
地
の
リ
ス
ト
で
す
。

　
安
楽
寺
は
、
大
宰
府
よ
り
九
州
一
円

に
領
地
の
寄
進
を
受
け
、
多
く
の
荘
園

群
を
持
ち
、
石
清
水
八
幡
宮
や
宇
佐
八

幡
宮
な
ど
と
と
も
に
、
中
世
の
大
荘
園

領
主
で
し
た
。

　

文
書
で
は
、
廊ろ

う
じ子
村（
老
司
村
・
現

福
岡
市
南
区
）や
水
城
空く

が閑（
現
太
宰
府

市
）な
ど
と
一
緒
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
文
書
に
よ
り
、
須
玖
村
が
約
７
０

０
年
前
に
は
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。「
須
久
」と
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
書
き
誤
り
か
、
発

音
が
同
じ
久
の
字
を
当
て
た
の
で
し
ょ

う
。
古
文
書
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

　
武
末
名
の「
名
」と
は
、
中
世
の
徴
税

単
位
で
、
名
ご
と
に
年
貢
や
公く

事じ

と
い

っ
た
土
地
に
か
か
る
税
を
納
め
て
い
ま

し
た
。
こ
の
名
を
管
理
し
、
納
付
に
責

任
を
負
う
の
が
、
名み

ょ
う
し
ゅ主
で
す
。
名
の
実

体
は
、
ほ
ぼ
荘
園
と
同
じ
で
す
。
荘
園

に
は
、
こ
の
名
が
複
数
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
須
玖
村
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
あ

っ
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
須
久
村

武
末
名
は
、
須
玖
村
の
中
の
一
部
だ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
で
も
武
末
名
の
名
前
を
残
す
字

が
、
竹
末
と
し
て
旧
大
字
須
玖
の
中
心

部
に
あ
り
ま
す
。
旧
大
字
須
玖
の
中
心

の
神
社
は
老お

い
ま
つ
じ
ん
じ
ゃ

松
神
社
で
す
。
老
松
神
社

は
菅す

が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

原
道
真
を
祭
り
、
天
満
宮
関
係
の

神
社
で
す
。

　
中
世
の
寺
社
の
荘
園
に
は
、
村
の
繁

栄
を
祈
る
た
め
関
係
す
る
神
社
を
置
き

ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
神
の
恩
恵
を
与

え
る
だ
け
で
な
く
、
税
を
納
め
な
か
っ

た
り
逆
ら
っ
た
り
な
ど
、
こ
の
地
を
侵

す
と
神
が
怒
り
、
恐
ろ
し
い
た
た
り
を

受
け
、
身
を
滅
ぼ
す
ぞ
、
と
威
嚇
す
る

意
味
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
天
神
様
の

た
た
り
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
し
た
。

　
安
楽
寺
文
書
に
一
緒
に
書
か
れ
て
い

る
福
岡
市
南
区
老
司
、
太
宰
府
市
水
城

の
村
の
神
社
は
、
須
玖
と
同
様
、
菅
原

道
真
を
祭
る
老
松
神
社
で
す
。
安
楽
寺

天
満
宮
の
重
要
な
荘
園
で
あ
る
、
肥
前

国
小こ

く
ら
の
し
ょ
う

倉
荘（
現
佐
賀
県
基
山
町
）な
ど
に

は
、
天
満
宮
を
置
い
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
小
型
の
領
地
に
は
老
松
宮
を
、

大
き
い
重
要
な
領
地
に
は
天
満
宮
を
置

き
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
時
代
は「
観か

ん
の
う応
の
擾じ

ょ
う

乱ら
ん

」

と
も
い
わ
れ
、
吉
野
の
南
朝
と
京
都
の

北
朝
が
対
立
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、

北
朝
方
の
武
家
も
足あ

し
か
が利
氏
内
部
で
尊た

か
う
じ氏

方
と
実
弟
の
直た

だ
よ
し義
と
尊
氏
の
長
男
直た

だ
ふ
ゆ冬

が
連
合
し
て
争
い
、
敵
と
味
方
が
入
り

乱
れ
る
動
乱
の
時
代
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
時
代
の
中
で
、
安
楽
寺
天
満
宮
は

領
地
の
経
営
に
大
変
苦
心
し
て
い
ま
し

た
。
所
有
す
る
領
地
の
確
認
の
た
め
文

書
を
作
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
武
末
名

の
そ
の
後
は
、
何
の
記
録
も
な
く
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
た
か
は
不
明
で
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会 

寺て
ら
さ
き
な
お
と
し

﨑
直
利▲老松宮
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健
康
掲
示
板

　
□

□
さ
ん
ぽ
み
ち

相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

法律・生活・行政など
●春日市無料法律相談　☎（584）1148

第3水曜日：10時〜16時/市役所2階市民相談室
（第1水曜日9時以降の平日に電話予約、先着15人）

●春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど
月〜金曜日：10時〜12時15分、13時〜16時/じょなさん

●市生活困窮者自立相談支援窓口くらしサポート「よりそい」
　☎（515）2098  F（581）7258

月〜金曜日（年末年始、祝日を除く）※土・日曜日は要相談
： ８時30分〜17時/市社会福祉センター

●定例行政相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
行政の制度や運営に関すること　第4火曜日：10時〜15時/
市役所2階市民相談室（予約不要）

●福岡県交通事故相談所　☎（643)3168  ☎（622）0403
月〜金曜日:9時〜17時（受付は16時まで）/福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉

●春日市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015 F（501）0051
月〜金曜日：8時30分〜17時/いきいきプラザ

●児童虐待相談　児童相談所全国共通:189（いちはやく）
●福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日：8時30分〜17時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月〜金曜日：9時〜17時（祝日、年末年始を除く）、土曜日、第1・
3日曜日：9時〜16時/ひとり親サポートセンター春日センター

高齢者の介護や福祉
●北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069

月〜金曜日：8時30分〜17時、土曜日：8時30分〜12時30分（祝日、年末年始を除く）
人　権

●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
第1火曜日（6月を除く）：10時〜15時/市役所2階市民相談室（予約不要）

●福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日：8時30分〜17時15分/福岡法務局筑紫支局
暴力・DV・セクハラの相談

●春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日：8時30分〜17時/じょなさん

●ちくし女性ホットライン　☎（513）7335
月・水〜金曜日：12時〜19時、土曜日：10時〜17時（祝日、年末年始を除く）

●福岡県あすばる相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日：9時〜17時（祝日を除く金曜日のみ18時〜20時30分）/
福岡県男女共同参画センター（8月13〜15日、年末年始を除く）
不安・悩みごと

●福岡県警察本部犯罪被害相談「心のリリーフ・ライン」　☎（632）7830
　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）：9時〜17時45分
●心配ごと相談　☎（581）7225

暮らしの問題や悩み　水曜日：13時〜16時/市社会福祉センター
●福岡いのちの電話　☎（741）4343

さまざまな悩みや不安　24時間受付/匿名可/インターネット相談あり
（http://www.inochinodenwa-net.jp)

　
毎
年
、
春
は
桜
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
平
年
よ

り
か
な
り
早
く
開
花
す
る
と
の

予
報
が
あ
り
、
本
号
発
行
の
頃

に
は
、
開
花
し
て
い
る
か
も
。

今
年
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
期
間

楽
し
め
る
の
か
が
気
に
な
り
ま

す
▼
昔
は
、
桜
の
時
期
に
は
、

昼
休
み
に
市
役
所
の
隣
に
あ
る

春
日
公
園
へ
行
き
、
桜
を
見
な

が
ら
の
ラ
ン
チ
を
楽
し
ん
で
い

た
も
の
で
す
▼
と
こ
ろ
が
、
十

数
年
前
、
突
然
喉
の
調
子
が
悪

く
な
り
、
最
初
は
、
風
邪
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
翌

年
も
同
時
期
に
同
様
の
症
状
が
。

そ
う
で
す
、
花
粉
症
で
す
。
そ

れ
以
来
、
屋
外
で
の
飲
食
は
控

え
、
外
出
時
の
マ
ス
ク
は
必
需

品
に
▼
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
マ
ス
ク
が

品
薄
状
態
に
な
り
、
困
惑
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
多
く
の
行

事
が
中
止
に
な
る
な
ど
、
大
き

な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
罹
患

者
の
回
復
を
祈
る
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
収
束
を
願
う
ば
か

り
で
す
。
少
し
で
も「
春
」を
楽

し
め
ま
す
よ
う
に
。
　
　
　
み

「
春
」の
楽
し
み

正
し
い
手
の
洗
い
方

①
流
水
で
よ
く
手
を

ぬ
ら
し
た
後
、
石

け
ん
を
付
け
、
手

の
ひ
ら
を
よ
く
こ

す
る
。
ま
た
、
手

の
甲
は
伸
ば
す
よ

う
に
こ
す
る
。

②
指
先
、
爪
の
間
、

指
の
間
を
念
入
り

に
こ
す
る
。

③
親
指
と
手
の
ひ
ら

を
ね
じ
り
洗
い
す

る
。
手
首
も
忘
れ

ず
に
洗
う
。

　
石
け
ん
で
洗
い
終
わ
っ
た
ら
、

十
分
に
水
で
流
し
、
清
潔
な
タ
オ

ル
や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
よ
く
拭

き
取
っ
て
乾
か
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
感
染
症
対
策
の
基
本
は
、「
手
洗
い
」

や「
マ
ス
ク
の
着
用
を
含
む
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」で
す
。

３
つ
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

▽
マ
ス
ク
を
着
用
す
る（
口
・
鼻

を
覆
う
）

▽
マ
ス
ク
が
な
い
と
き
は
、
テ
ィ

ッ
シ
ュ
・
ハ
ン
カ
チ
で
口
・
鼻

を
覆
う

▽
と
っ
さ
の
時
は
、
袖
で
口
・
鼻

を
覆
う

感
染
症
対
策
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
ス
ポ
ー
ツ
課　
健
康
増
進
担
当
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マスク
着用

マスクが
ない時

とっさ
の時
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市
マ

ス
コ

ット
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
か

す
が

く
ん

　
「
感
染
し
た
か
も
し
れ
な
い
」と

思
っ
た
ら
、
医
療
機
関
を
受
診
す

る
前
に
、
次
の
目
安
を
参
考
に
し

て
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
３
月
２
日
時
点
の
情
報
で
す
。

最
新
の
情
報
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（

１
０
０
５
２
１
９
）で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
の
目
安

　
①
ま
た
は
②
に
当
て
は
ま
る
人

は
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
前
に
、

ま
ず
は「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談

セ
ン
タ
ー（
筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
）」に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
風
邪
の
症
状
や
37.

５
度
以
上

の
発
熱
が
４
日
以
上
続
い
て
い

る（
解
熱
剤
を
飲
み
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
を
含
む
）。

②
強
い
だ
る
さ（
倦
怠
感
）や
息
苦

し
さ（
呼
吸
困
難
）が
あ
る
。

※
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
な
ど
が
あ

る
人
は
、
前
述
の
状
態
が
２
日

程
度
続
く
場
合
が
目
安
で
す
。

受
診
に
関
す
る
相
談
先　
帰
国
者・

接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

▽
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所（
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
、
月

〜
金
曜
日
、
祝
日
除
く
） 

　
☎（
７
０
７
）０
５
２
４

※
上
記
時
間
外
は
、
県
保
健
所
夜

間
休
日
緊
急
連
絡
番
号（
☎（
４

　
７
１
）０
２
６
４
）で
受
け
付
け

ま
す
。

  受
診
以
外
に
関
す
る
相
談
先 

▽
県
が
ん
感
染
症
疾
病
対
策
課（
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、

月
〜
金
曜
日
、
祝
日
除
く
）
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３
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▽
厚
生
労
働
省
相
談
窓
口 
（
年
中

無
休
、午
前
９
時
〜
午
後
９
時
）
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F
０
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３
５
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外
国
語
対
応
可
能
な
相
談
先

▽
福
岡
ア
ジ
ア
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

　
☎（
２
８
６
）９
５
９
５

▽
ふ
く
お
か
よ
か
と
こ
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー

　
☎（
６
８
７
）６
６
３
９

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
相
談
窓
口

　
市
主
催
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
中
止
や
、
公
共
施
設
の
休
館
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
最
新
の
情
報
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

１
０
０
５
２

１
９
）を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。


